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1．研究の背景・目的及び方法 
1-1.背景 
(1) 都市保全の対象としての無形要素の拡大 
 都市保全分野においては、有形文化遺産に加えて、ユネ

スコにおける「伝統的文化と民族の保護に関する勧告」か

ら歴史的都市景観（HUL）の議論に至るまで、その対象が

無形文化遺産へと拡大してきた。無形文化遺産の概念は静

的な伝統祭礼・伝統工芸等から、HULの実践においては伝

統的職業など動的な経済活動をも含む形へと広がっている
(1)。人や経済活動が集中する都市の独自性の維持・継承に

は、有形要素や静的な従来の「無形文化遺産」だけでなく、

変化しやすい独特の商業形態などの動的な無形要素も積極

的なマネジメント対象とすることが重要である。しかし、

その方策については未だ模索段階にあるといえる。 
(2) ハノイ旧市街における動的な無形要素 
 ハノイ旧市街（以下、旧市街、図 1）は紅河とタンロン

城跡の間に広がる歴史地区である。1010年の遷都後から続

く通りごとの同業種集積が地区の特徴であり、独特の雰囲

気を創出している。1990年代から専門家らが町並み保全を

提唱し始め、1993年の保存地区指定、規制の整備に始まり、

2000年代にかけて有形要素の保全に関わる規制・計画の整

備、保全事業が実施されてきた。2010年代に入ると同業種

集積の通りや生活様式など、動的な無形要素を地区保全規

制の中に位置づけており、ここに至るまでの経緯を整理す

ることは今後の動的な無形要素のマネジメントに向けた示

唆が得られると期待できる。 
 本研究では都市の独自性を構成する「有形要素」（道路ネ

ットワーク、街区、建物、建築様式・ディテール等）に対

し、それ以外の要素を「無形要素」と呼ぶ。従来の無形文

化遺産（伝統工芸、伝統祭礼等）を比較的大きな変化が見

られない「静的な無形要素」とし、独特の商売形態、コミ

ュニティ、伝統的生活様式等、変化しやすいが地区らしさ

に関わる「動的な無形要素」と分け、後者に特に注目する。 
1-2. 研究の目的と研究の方法 
(1) 目的 
本研究は、1990 年以降の旧市街の保全に関する仕組み

（計画・規制）と取組（事業・調査・提案）について①無

形要素の捉え方の発展に着目して整理把握すること、②事

業等の取組が仕組みの形成に与えた影響を分析・考察する

こと、これらを通して③旧市街の町並み保全における動的

な無形要素を取り巻く仕組みと取組の到達点と課題を明ら

かにすること、の3点を目的とする。 
(2) 既往研究と本研究の新規性 
旧市街の町並み保全に関連する既往研究として、ベトナ

ム国内ではPham (2015) 2）が1993~2015年の約20年間の保

全の歴史を 5 期(2)に分けて概観した上で現在の課題を抽出

しているが、規制・計画・調査事業の発展については年次、

計画・提案主体、概要を述べるのみであり、内容の比較分

析は行っていない。また、無形要素については今後の課題

の中で言及するのみであり、規制・計画・事業等における

位置づけには触れていない。海外研究者によるものでは
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図1．ハノイ中心部にお
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典：文献1）を元に作成） 
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1990 年代の規制の問題点の指摘 1)3)、1990 年代の専門機関

による提案内容のレビュー3)、国際協力機関による支援事業

の概要 4)と当時の規制の状況の説明 5)等がある。有形要素の

研究では旧市街の町家の改変状況を調査した内海・福川ら

の一連の研究 6)7)があるが、制度面については1時点の背景

としており、2010年代まで含めた経年的な仕組みの発展過

程の分析・評価はしていない。また無形要素についてトゥ

ールーズ市・ブリュッセル市の協力事業では同業種集積・

路上活動に関する重要な調査を実施しており 17)、これらは

後続の計画・規制における無形要素の規定に影響したとみ

られるものの、計画・規制上の位置づけは扱われていない。 

旧市街は歴史的な商住混在地区であり、その活発な商業

活動は地区らしさの重要な部分を形成している。地区の独

自性に寄与する商業形態を含む動的な無形要素について、

これまでの仕組み・取組における位置づけを整理して到達

点と課題を把握しておくことは、今後の旧市街の町並み保

全の推進、また他所において動的な無形要素を扱う都市保

全マネジメントの取組にも資すると思われる。 
以上より本研究は、動的な無形要素に着目し、1990年代

～2010年代の旧市街保全関連計画・事業における無形要素

への意識の発展状況の分析、また仕組みと取組の発展が相

互に与えた影響を考察する点で新規性があると考える。 
(3) 研究方法 
旧市街に掛かる規制・計画の内容について、ベトナム法

規文書図書館のウェブサイトより入手した規制文書（1995
年計画、1999 年規制、2000 年区詳細計画、2013 年規制）、

ハノイ旧市街管理委員会より入手した1993年規制の文書、

研究協力者より入手した 2011 年のハノイ首都建設マスタ

ープラン2030＆ビジョン2050（英訳）を解読・分析した。

また、1990年代に旧市街保全に関わったユネスコ専門家の

研究 4)・日本人研究者の研究における内容紹介 1) 3)（1993年
マスタープラン、1993年規制、1998年マスタープラン素案）

を参照し、不明点は現地専門家へのヒアリングで補完した。 
取組の状況については、事業・取組報告書、既往研究の

文献調査に加えて、2015年9月、2017年1月の現地調査で

の旧市街保全の専門部署・ハノイ旧市街管理委員会、専門

家（ベトナム建築士協会副代表、ベトナム建設大学講師、

建築士）、住民・商業者へのヒアリング調査より把握した。 
2．ハノイ旧市街の概要 
旧市街はハノイ市ホアンキエム区に位置する歴史的な商

住混合地区であり、面積 82ha に約 66,000 人が暮らしてい

る（図1）。北端はHang Dau通り、南端はHang Bong通り、

Hang Gai通り・Cau Go通り・Hang Thung通り、西端をPhung 
Hung通り、そして東端をTran Nhat Duat通りで囲まれる。

タンロン城の宮廷へ納入する手工芸品等の職人たちが周辺

集落から集められたことに由来し、各職人集落は通りごと

に居住してギルドを形成した。通りの機能は徐々に変わっ

たものの、通り名には当時のギルドの名前が今も残る。13
世紀頃から近郊の村落の特産物の交易場として発達し、15
世紀には既に活気のある商業地区として有名になっていた

1) 3)8)9)10)。1986年の経済自由化以後、1990年代の経済発展に

伴い開発圧力が増し、旧市街の歴史的町家の建替えが相次

いだ(図 2)。これに対して国内外の専門家らが声を上げ始

め、1990年代初頭より保全の取組・規制の整備が始まった。 

 

図2．ハノイの

伝統的町家の

構成（文献11）
より作成） 

3．国の文化遺産保護の枠組み 
 ベトナムの文化遺産関連法規制は、フランス植民地から

の独立時に国家としてのアイデンティティの根拠としての

遺跡保護から出発し、第1次インドシナ戦争後の史跡の復

旧・修復、第2次インドシナ戦争中の遺跡破壊の抑止を経

て2009年の修正文化遺産法に至るまで、文化遺産保護対象

の拡大と手法の具体化という形で法体系が発展してきた12)。

1957年に初めて体系的な史跡名勝の保護、管理の規定文書
(3)が出され、1984 年の法令 (4)では面的な保全区域の 3 等級

分類(5)の規定等が示された。2001 年に文化遺産法が公布さ

れ、初めて無形文化遺産が保護対象となった。文化遺産は

価値によって特別国家遺跡、国家遺跡、省級遺跡の3等級

に分類される。面的な保護区域は2レベル（コア、バッフ

ァ）となり、遺跡の景観・環境に悪影響を及ぼす可能性の

ある遺跡保護区域外の改築・建設には管轄機関の意見書が

必要となる。省級遺跡は市人民委員会の申請に基づき省人

民委員会が承認、国家遺跡は文化スポーツ観光大臣が承認

する。特別国家遺跡は首相が承認し世界遺産への推薦対象

となる。2009 年に文化遺産法が修正され、続く 2010 年政

令(6)では無形文化遺産は「音声言語・文字、民俗文学、民

俗芸能芸術、社会習慣及び信仰、伝統的祭礼、伝統的手工

業、民俗知識」と定義された。特に代表的価値のある伝統

的手工業の維持・回復・発展について、調査分類、技能継

承や広報の支援の方針、維持・復旧・発展活動に対する税

の優遇政策などが盛り込まれた。地区保全に関しては有形

文化遺産の種類として居住地が追加された点が重要である。 
4．ハノイ旧市街の町並み保全の経緯（図3） 
 ここでは旧市街の保全の経緯を計画・規制における無形

要素への着目の程度から、第1期：有形要素保全の基盤形

成期(1989-1998)、第2期：無形要素の調査期（1999- 2010）、
第 3 期：計画レベルでの位置づけ(2011-)の 3 期に分けて把

握・整理し、仕組み・取組が双方に与えた影響を分析する。 
4-1．第1 期：調査・提案による有形要素保全の基盤形成期 
(1) 取組・提案 
①最初期の提案：有形要素保全の課題抽出と人材育成 
 旧市街の最初の保全提案は、1989年に建設省の国立都市

農村計画研究所(NIURP)とオーストラリアの海外援助機関

AusAIDにより作成された 13)。当時NIURPが策定中だった

ハノイマスタープラン2010（以下、MP 2010）へ歴史地区
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保全を入れ込むため、旧市街とフランス地区(7)の文化遺産

の特定・分類、保全の法規制・政策・ガイドライン作成、

体制・実施システム整備、これらを通した人材育成、広報

活動、事業評価の支援が含まれた。ハノイの価値は建築様

式の反復による町並みにあるとし、全体性維持のため地区

全体を保全対象として、4レベルの規制(8)が提案された。規

制等に加えて、住民の支援を得るため保全修復の際のイン

センティブ、過密状況の解消のため適切な住民移転策の必

要性も強調され 13)、現在に至る保全と居住環境の向上とい

う課題が抽出された。本提案はユネスコとベトナム政府の

承認を得たが、ユネスコ内では資金調達の失敗、また世界

遺産登録も検討されたが、申請要件の「中央政府による全

国の文化遺産リスト」が作成できず、断念された 5)。 
②国内外の専門機関の調査・提案による具体的施策の模索 
 最初の提案以後、国内の専門機関が相次いで立案した自

主提案では、沿道建物の高さを 3 階建て、街区内部は 4-5
階建てとする提案が多い。街区内部に新道を通しその沿道

に昔の様式を模した町家を建設する案(都市技術開発研究

所（IUTD）& ADC)、また街区内部を撤去して公共空間、

公共施設を置く案(SENA & IUTD)等がある 3)。越・豪の合

弁企業SENAと IUTDによる提案では建築にはあまり価値

が置かれずコミュニティ生活や伝統的商売が保全対象とさ

れ14)3)、動的な無形要素への意識が見られる。また1996-1998
年には市チーフアーキテクト室（以下、CAO。現・建築計

画局）、ホアンキエム区人民委員会、後述する旧市街管理委

員会とトゥールー

ズ市による調査が

実施され 2)、1999
年のトゥールーズ

市によるMa May 
87 番の修復に繋

がったと見られる。 
③国際援助を受け

た能力開発と初期

計画案の作成 
AusAID の能力

開 発 事 業

(1994-1996) 4)の中

で、旧市街の保全

マネジメント戦略

を含むハノイ旧市

街構造計画（提案）

が作成された。開

発規制に関し、開

発目標、土地利用

原則、新築デザイ

ンガイドライン、

文化遺産保全の原

則、マネジメン

ト・公共利用への

貢献の原則、通信と車

両駐車の原則が示された。保全については、技術インフラ

設備 14)15)等の計画規制策定・施行のデモにより、CAOの組

織強化も併せて支援した。無形要素について、インフォー

マルセクターの販売活動に適した地区の検討図が作成され、

路上活動の重要性への認識もうかがえる。また文化遺産価

値を持つ建物・場所リストとして、既に文化情報省の格付

けを受けたものに加え、国レベル(12件)、市レベル(92件)、
区レベル(112件)に分けてリストアップしている。 
(2) 仕組み 
①保存地区の指定と規制における数値目標の設定 
 1993年のMP 2010で初めて旧市街が保存地区となった。

この地区指定を受け、同年「ハノイ旧市街建設管理保全規

制(9)」（以下、1993 年規制）が公布された。さらに1993 年

規制を補足するため、1995 年にハノイ市人民委員会と

NIURP による「ハノイ旧市街の保護・修復・発展計画(10)」

（以下、1995年計画）が建設省に承認された(11)。1993年規

制では、インフラの近代化を許容しつつ、伝統的な通り名

と道路ネットワークの維持、価値の高い建築・遺跡の修復・

保存等の方針が示された。建設・取壊しの際の許可申請の

義務化、違法・不適切な建物の地区外移転を定めた。指定

建造物については、修復・修繕のための助成金、退去が必

要な場合は居住者への補償も盛り込まれた。同規制では 3
階までの高さ制限および中庭とファサード保存の方針も示

された 5)。1995 年計画では対象地区を第 1 級保存地区(約

図3．ハノイ旧市街の歴史的環境保全の仕組み・取組の発展 
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19ha)と第 2 級保存地区(約 81ha)に分けた。また 1993 年規

制の内容に、人口密度、建蔽率、緑地面積、沿道建物3階
建て、街区内部 4 階建て 16m 等の数値目標が追加された。

「旧市街に固有の建築様式」保存も規定されたが、具体的

な形式は明示されていない。個別の保全対象は文化情報省

による指定歴史文化遺跡のリスト(17 件)のみで、市独自の

ものは見られない。1995年計画では旧市街の保護・修復事

業の進め方としてパイロット事業を実施し、経験に学びつ

つ地区全体に展開する方針が示された。1993年規制、1995
年計画とも、無形要素への言及はない。 

1997年にはハノイMP 2020が承認され、1998年6月20
日付の決定No. 108/1998/QĐ-TTgによる修正を経て確定し

た。保全地区はMP 2010の指定を踏襲している。 
②組織体制の整備 

MP 2010の策定に合わせ1993年に計画部門のCAOが設

立された。また、1995年には保全専門部署としてハノイ市

人民委員会の下、文化情報局を中心に旧市街パイロット整

備事業のための組織が設立された 2)3)。1998年に局レベルの

旧市街管理委員会として格上げされ 2)、その後の保全の推

進に重要な基盤となった。 
(3) まとめ 
第1期は専門機関の研究・提案・調査により、沿道建物・

街区内側の建物の高さ規制、人口移転による過密解消と住

環境の向上等、地区の保全・発展の両立に向けた提案が計

画・規制に反映されたほか、パイロット事業による地区へ

の展開が示された点が重要である。計画・保全専門部署が

設立され、現在の規制・運用のベースが形成された。国際

援助の能力開発事業による計画部門の組織体制の整備など

も基盤形成に寄与したと言える。有形要素が主な対象だが、

提案の中では無形要素への意識も見られる。 
4-2．第2 期：無形要素の調査期 
(1) 仕組み 
①有形要素の規定の具体化 

1999年の「ハノイ旧市街における建設管理、保存・リノ

ベーションに関する一時規制(12)」（以下、1999 年規制）は

さらに規制内容を具体化した。地区の指定範囲は1995年計

画を踏襲し、各保存地区に含まれる通りが明記された（第

1級保存地区：17通り、第2級保存地区： 59通り）。旧市

街を商業中心（約 12ha：3 つの市場、商住混在の中心軸）

と 3 つの市場に関連する住居地域（約 81ha）、伝統的建造

物・文化的建造物（宗教施設、コミュニティ施設、劇場、

映画館等）（約7ha）の3機能から把握した。道路ネットワ

ークの保存、建蔽率、高さ規制は1995年計画を踏襲してい

る。建物の保全では旧市街に特有の建築様式のほか、伝統

的町家の空間構成、建築材料・色彩・看板についても細か

く規定した（第15条、第16条3）。保全修復では現状保全

とファサード保全の2レベルを示した。内部空間の現代化

は許容され（第14条）、全ての修復・建設について旧市街

管理委員会からの建築計画許可が必要となった（第10条）。 
②市独自の有形文化遺産の登場 
保全対象物件では文化情報省により格付け指定された遺

跡（9件）に加えて、市として重要な保全対象が示された。

格付けされていない宗教関連施設（15件）のリストに加え、

通りごとに保全価値のある住宅が特定された。「通り全体」

と指定されたDong Xuan通り、Hang Dao通り、Hang Duong
通り、Hang Ngang通り以外は番地による建物指定がされて

おり、番地が特定された建物だけでも838棟が保全指定対

象となっている。これらは1995年のハノイ旧市街構造計画

（提案）内のリストと一部重複しており、格付けのない物

では15件中7件が重複している（国レベル1、区レベル6）。 
③商業中心軸としての無形要素への言及 

1999 年規制では初めて商業活動にも触れた保全の方針

が示された。商業の中心軸（Hang Dao- Hang Ngang- Hang 
Duong-Dong Xuan通り)の保全、また利用形態に対応した旧

市街の建築様式の保全が示されている（第5条）。 
④地区全体の国家遺跡指定 

2001年に公布された文化遺産法に基づき、ハノイ市人民

委員会の申請が承認され、旧市街は2004年に国家遺跡指定

された。範囲は1999年規制を踏襲した。格付け決定の文書

上では、地区内での建設行為はすべて禁止されている(13)。 
⑤区詳細計画の位置づけの変化 

2000 年に「ホアンキエム区 1/2,000 詳細計画」が承認さ

れた(14)。旧市街は区内の4つの計画ゾーンの1つに位置付

けられ、保存・計画方針（居住地区における市指定建物の

保全・修復、旧市街に特有の建築様式・建築的特徴の維持、

宗教建築や遺跡の保存・修復）と建築密度（建蔽率65-70％）、

高さ規制の目安（平均高さ2-3階）が示された。2020年に

かけて人口・人口密度の縮小が計画目標値として掲げられ

た他、リノベーション・アップグレードの際の管轄機関に

よる承認が義務付けられた。 

 2009年に新法・都市計画法が公布された。都市計画体系

が変更され、それまでの建設法下における総合計画（MP）
と詳細計画（1/500, 1/2,000）から、MP＞ゾーニング計画＞

詳細計画の3段階に変更された 16)。都市保全関連では、都

市景観に配慮した都市デザイン要素が新しく導入され、各

レベルの計画で示すべき内容が規定された（第33条）。ホ

図4．ハノイ旧

市街の保全地

区と主な通り

の位置 

- 1221 -



公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol.52 No.3 2017年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan, Vol.52 No.3, October, 2017

 

アンキエム区 1/2,000 詳細計画は新法に対応していないた

め、ゾーニング計画を策定する必要が出てきた。 
(2) 取組 
 2000年代にはEUのプログラムを活用した都市間協力事

業や日本の科研調査など、長期に渡る支援・研究事業によ

り都市遺産の詳細な調査やパイロット事業が実施された。 
①Hanoi2010での広範な都市遺産調査とパイロット事業17) 
トゥールーズ市・ブリュッセル市との協力事業“Hanoi 

2010”では、旧市街の文化的アイデンティティと有形・無

形文化遺産の保存、長期的な旧市街の修復の実施、修復へ

の住民の巻き込み、遺産保護を通じて得た経験の国内外へ

の発信の4つの目的が掲げられた 17)。この枠組みにおいて

は歴史的住宅の調査のほか、伝統的な職人集落との繋がり

や商業・伝統工芸、祭礼、コミュニティの寺の役割、路上

での多様な活動など無形要素の調査も実施され、旧市街の

アイデンティティを有形無形の両面から広く捉えている。

特に動的な無形要素について、地区内の約半数の37通りの

沿道1階路面店の戸別業種、路上活動のプロットを行うな

ど、歴史調査とともに現状の通りの性格について重要な基

礎調査を実施した。その他パイロット事業として、Ma 
May-Hang Bac 通り街区の修復、Ta Hien 通りの修復調査

（2004-2009）等、その後に繋がる成果が多く上がった。2005
年には都市計画局から新しい保全規制の草案が作成され、

これを欧州側カウンターパートが修正した案では、沿道建

物の高さは1階建て6m、街区内部の建物は9mと厳しい高

さ規制が提案された。その他、都市交通の改善・文化政策

の提案、市民への情報開示のための情報センター設置等が

提案されている。また住民が修復中に一時退去し、修復後

も居住継続するパイロット事業として、調査を経た Hang 
Bac通り51番が2003年に修復された。 
②コミュニティ参加の試行 

2000年代の調査・支援事業の中でコミュニティ参加の機

会が試行されている。昭和女子大・千葉大のグループでは、

地元への研究内容還元のため2007、2009、2010年に36通
り地区保存活用セミナーを開催しており、この中では地区

住民が質疑の中で意見交換を行った 7)。さらに JICAのハノ

イ市総合都市開発計画調査（HAIDEP、2004-2007）では、

2006-2007年にHang Buom通り景観向上ワークショップが

実施された。ここではコミュニティから数名の住民に対し

てファシリテーター研修を行った上で、住民ワークショッ

プで景観向上に向けた通りの特徴や目指す景観像の意見調

整が行われ、住民が費用を一部負担して統一した黄色の庇

を制作・設置した 18)。しかし庇の耐久性に問題があったこ

とから長続きせず(15)、2015年9月時点で全く残っていない。 
②単体建造物の保全修復事業 
 EU の協力プログラムを活用してトゥールーズ・ブリュ

ッセル・ハノイ市が実施したAsia Rehab事業（2000-2003）
に先立ち、Ma May 通り 87 番（1999）、Hang Dao 通り38
番（2000）がトゥールーズ市の協力で修復された 19)。特に

Ma May通り87番はベトナムの伝統的な町家構造を保存し

ており、町家博物館として活用されている。 
(3) まとめ 
第1期は有形要素への着目が主だったが、第2期では規

制・調査の両面で有形要素と動的な無形要素双方への保全

の意識が調査・規制に見られ始めた。国際協力事業の広範

な有形・無形の都市遺産調査では動的な無形要素への注目

が増した一方、単体建造物の保全修復が行われ、これは

1995 年計画で示されたパイロット事業の開始と位置付け

られる。仕組みとしては2004年に地区全体が国家遺跡指定

され、文言上は域内でのすべての建設行為が禁止された（実

際には建設行為は継続）。動的な無形要素の振興策として、

区人民委員会により、商業軸を強化する商業と文化の振興

を目ざす歩行者天国の実験が開始された。 
4-3．第3 期：MP レベルでの無形要素の位置づけ 
(1) 仕組み 
①MPでの都市デザイン関連規定と規制での施策の具体化 
 2011年にハノイ首都建設マスタープラン2030 & ビジョ

ン2050（以下、MP 2030）が承認された(16)。ここでは9つ
の課題の1つに旧市街を含む歴史地区、景観、職人集落の

保存修復が掲げられた他、都市計画法に則って都市デザイ

ンに関する規定も盛り込まれた。また、有形要素に加えて

無形要素の保存に初めて言及された。旧市街は開発戦略地

域の1つとなり、新規の住宅建設ではなく既存住宅のリノ

ベーションによる生活環境の向上を目指す方針や、開発規

制としてリノベーション住宅の高さ規制、ファサードへの

建築様式の適用、伝統的住宅の空間構成の保全、衛生環境

の確保、住宅の通り・街区の段階的リノベーション、商業

振興のための歩行者天国の創出（Hang Dao通り-Dong Xuan
市場、Hang Dau公園-Hang Luoc-Cha Ca- Hang Can –Luong 
Van-Can通り- ホアンキエム湖）、宗教施設と歴史的住宅の

保存修復、歴史的な通りの特徴の維持（建物、遺跡、職業

の通りと日常生活のつながり）、沿道の小規模店舗という伝

統的商業の特徴の保全等、具体的施策がMPで示された。 
 MP2030を受け、2013年に具体的な規制を定めた「ハノ

イ旧市街建築計画管理規制」(17)（以下2013年規制）が公布

された。本規制は全 23 条から成り、1999 年規制に代わる

形で、14年ぶりに旧市街全体の開発規制が更新された。 
旧市街範囲、高さ規制、地区の空間構造、建物の空間構

成の保全は1999年規制を踏襲する。従来の旧市街に加えて、

地区の景観を補助する地域として、旧市街を囲む通りから

建物1棟分外側を線引きした隣接区域が新しく指定された。

全体を83街区に分け、街区ごとに建蔽率、周囲の通りごと

に建物高さと最小セットバックを定めた。奨励される用途

として商住混合地域としての機能維持の方向性が示された。 
②保全修復対象の通りと修復様式の具体化（図5） 

2013 年規制では保全修復を行う 29 の通りと 4 つの通り

の部分を定めた上で、「典型的な旧市街の様式」にファサー

ドの修復を行う通りと通りの区間を定めている（第5条4）。
この修復の際に参照されるイメージとして、確認可能な場

合は1954年以前のオリジナルの建築様式、また5タイプ（ベ
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トナムの伝統様式、中国様式、ヨーロッパ様式（地中海）、

ヨーロッパ様式（アルプス）、アール・デコ様式）が挙げら

れている（図5）。建物の色彩、素材、建築ディテール、ま

た看板・販売ディスプレイについても、付録での図示など、

これまでの規制よりも細かく規定されている。 
③無形要素のとらえ方の拡張 

M P2030における無形要素への言及に応え、2013年規制

では無形文化遺産価値の修復・振興の方針が掲げられてい

る。無形文化遺産の内容として、旧市街の人々の生活様式、

生活の特徴、祭事、伝統芸術と文化の種類、商業・観光活

動のビジネス形態、伝統的サービス、伝統的産業に特化し

た通りの確立・復元の促進、が挙げられている。ただし観

光活動のビジネスなどは「無形文化遺産」として不適であ

るほか、特に生活様式については専門家の間でも合意され

た内容がなく(18)、列挙されている内容は精査が必要である。 
1999年規制で商業の中心軸の保全が示されたが、伝統的

産業の通りを維持する方針は初めて示された。具体的な施

策として伝統産業を営む「職業の通り(phố nghề)」の生産活

動の保全促進が規定された（第5条4c）。「職業の通り」は

特別な事業を営む店舗と伝統的商品を生産している店舗の

通りと定義され（第3条1）、7本(Hang Bac、Hang Ma、Lan 
Ong、Hang Gai、Hang Thiec、Lo Ren、Hang Dong) が示さ

れている（図5）。このうちHang Gai以外はHanoi 2010の
調査で通り名関連の商業活動が維持されている通りである。 
④根拠計画の欠如 

2017年1月時点では旧市街が位置するホアンキエム区に

おいてゾーニング計画は策定中であり、旧制度下の1/2,000
詳細計画が代替的な位置づけだが内容が異なるため、実質

的にゾーニング計画はない状態である。2013年規制は対象

地区を含む地域のゾーニング計画を根拠とすることが前文

に明記されているが位置づけが曖昧な状態である。 

(2) 取組 
第2期の調査、パイロット事業を経て、第3期は国内資

金による市・区・坊人民委員会による修復・景観向上事業

が相次いでいる。 
①第2期の調査に基づく修復事業の実施 
 単体建造物では2010 年のハノイ遷都千年を記念しHang 
Bac 通りのKim Ngan 寺が修復された。また通りレベルで

はトゥールーズ市、ブリュッセル市の協力事業調査

(2004-2009)に基づき、2011-2012年にTa Hien通りリノベー

ション事業が行われた 20)。続く景観向上事業として、漢方

薬店が並ぶLan Ong 通りにおいて、2013-2014 年にかけて

ホアンキエム区人民委員会が出資してファサード修復・統

一看板の設置事業が行われた。さらに2015年Hang Dao通
りでは統一庇の設置事業が行われた。Hang Dao坊人民委員

会の政策によるもので、グレーの庇を店主が自費制作して

設置した(19)。日射や雨を防ぐ機能面、美観面でも店主の評

判は良く住民の継続的な支持が得られず現時点で全く残っ

ていないHang Buom通りよりも継続的な効果が見られる。 
②週末歩行者天国事業の展開 

2013 年規制に基づく広範囲の取組として週末歩行者天

国の拡大がある。Dong Xuan 市場に続く南北軸から 2014
年には第1級保存地区内の9通りへ拡大され、商業活動と

路上での文化活動が振興されている。1999年規制から動的

な無形要素として商業の重要性が示されてきたが、本事業

は単なる「保全」から一歩踏み出し、振興という形で新た

な生活文化の創出へと動的な無形要素のマネジメントを進

めている。2016年9月にはホアンキエム湖と旧市街の間の

道路空間まで拡大し、伝統的な遊びを行う NPO の活動、

夕飯後の湖畔の散歩等の生活文化が生まれている。本規制

以後、公共空間は伝統祭礼の振興にも活用されている(18)。 
③経済発展と保全の両立を目指す修復モデル 

2016 年には、Hang Dao
通り 38 番がホアンキエム

区人民委員会の資金により

リノベーションされた。建

物の構造はそのままに、内

部にはハノイ近郊で伝統産

業の漆器づくりを行う集落

とフランス人デザイナーと

の協働企業が店を構えてい

る。現地の建築士によると、

「質の高い保全修復が施さ

れた空間で質の高いものを

売ることで利益を上げる」

ことを示すモデル事業との

ことである(20)。 
④地元建築士による社会経

済的側面を重視した企画 
 現在企画段階である

Hang Duong 通りの保全型図5．2013 年規制における保全修復対象の通り区間と歩行者天国事業が実施されている通り 

- 1223 -



公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol.52 No.3 2017年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan, Vol.52 No.3, October, 2017

 

修復事業では、これまで実現に至らなかった調査への不満

から、より高い実現可能性を志向して社会経済的側面を考

慮した企画推進が図られている。2014年から文化スポーツ

観光省の事業として沿道建物の保全修復が計画されていた

が、進捗の遅れを見たハノイ市が事業を引き取り、ホアン

キエム区に委託された。現時点では地元建築士が区人民委

員会、旧市街管理委員会、大学、都市プランナー、地元住

民、コミュニティ組織の間で自発的に調整を行いながら、

住民のオーラルヒストリーや地籍調査による通りの歴史の

掘り起しなど、第2期よりも更に深く社会経済的文脈を考

慮した調査が実施されている。修復事業自体はまだ企画段

階だが、新たな多主体連携型の取組の動向は注目に値する。 
(3) まとめ 
 第2期に調査された無形要素はMPレベルでの無形文化

遺産への言及という形になり、さらに2013年規制において

内容が具体化された。特に旧市街の大きな特徴である伝統

的な職業の通りの具体化にはHanoi2010を含むトゥールー

ズ市の調査結果が反映されたと思われ、生産活動の促進も

施策に含められた。それまでは地区全体が1つの性格とし

て扱われていたが、2013年規制以後、通りごとに異なる性

格が重視される方向へ転換したことは重要である。取組面

では2013年規制に基づく通りレベルの保全事業が実施さ

れたほか、第2期から開始された区の歩行者天国事業が拡

大される形で、振興型の無形要素のマネジメントが実践さ

れている。 
5．旧市街における動的な無形要素保全の到達点と課題 
 ここでは前章の内容を踏まえ、旧市街の動的な無形要素

の保全政策における到達点と課題を考察する。 
5-1．到達点 
(1) 保全開発規制における動的な無形要素の位置づけ 
 第1期では有形要素への着目が主だったが、提案では旧

市街の特徴としてコミュニティ生活や伝統的商業、インフ

ォーマルセクター等の動的な無形要素の重要性も指摘され

た。第2期になって初めて動的な無形要素が位置づけられ、

Hanoi 2010の調査を経て、第3期では「無形文化遺産」の

内容（通り沿いの小規模店舗という伝統的な商業形態）を

さらに具体化し、祭礼や伝統産業だけでなく、生活文化や

職業の通りをも含む方向へ無形要素の概念が拡張してきた。 
 MP2030での無形文化遺産価値への言及から、2013年規

制では具体的な内容へ落とし込み、保全対象としづらい動

的な要素を含む生活様式や伝統的産業に特化した通りを挙

げた点は画期的である。HULの実践で動的な無形要素の位

置づけと保全手法が模索されている中で、動的な無形要素

を法規文書で位置づけたことは重要な到達点と言える。さ

らに2013年規制で伝統的な職業の通りを具体的に指定し、

生産活動の保全促進を規定した点は意欲的である。 
(2) 動的な無形要素の振興型マネジメント策の実践 
動的な無形要素の保全振興施策としては第1期に「商業

中心軸の保全」が据えられ、2000年代の無形要素に関する

詳細な調査を経て、中心軸と第1級保存地区のみの歩行者

天国事業として実現した。さらに第3期には第1級保存地

区外の職業の通りが指定されるなど、具体的な施策に落と

し込まれると同時に地区内への展開がみられる。 
都市の独自性を維持・継承するという観点からは、伝統

的な無形要素の維持だけでなく、それに基づき発展させる

視点も重要である。2013年規制で伝統的な職業の通りの生

産活動の保全・振興姿勢を示す一方、2006年以降の歩行者

天国事業は地区の商業活動や路上活動という動的な無形要

素を振興・発展させるための施策と位置づけられる。動的

な無形要素の保全だけでなく、振興型のマネジメント策も

実践している点は重要な到達点である。 
(3) 地区の独自性強化に向けた個々の通りへの着目 
旧市街の大きな魅力の1つは、多様な同業種集積が高密

に存在していることである。第1期では地区全体を1つの

性格としてみなしていたが、第2期の調査を経て各通りの

動的な無形要素を元に性格づけし、第3期で通りごと・事

業ベースの保全修復、生産活動の振興を行う方針となった

ことは、「独自性を持つ通りの集合体」という旧市街のアイ

デンティティ強化に向け、重要な到達点といえる。 
5-2．課題 
(1) 規制文書における「無形文化遺産」の定義の明確化 
 2013年規制で「無形文化遺産」として動的な無形要素を

建築計画規制の中で位置づけた点は評価できるが、その定

義は曖昧であり、現地の専門家の間でも合意が取れていな

い。例えばHang Duong 通り等個別の通りの調査の中で、

より具体的な姿が定義・模索されることが望ましい。 
(2) 動的な無形要素の保全・振興型マネジメント策の検討 
旧市街の特徴である同業種集積の生産活動の振興に当た

っては、自由経済下の商業者の活動への介入が想定される

ことから、振興対象となる「伝統的な産業活動」の需要や、

適切な誘導策について慎重な検討が必須である。 
また、歩行者天国事業が市民の新たな生活文化、伝統的

遊びの場など都市的な楽しみを創出した点は評価できる一

方、「文化活動」は十分に地区の特徴を反映していないとい

う指摘もある。歩行者天国は市民が楽しめる場として定着

してきた感があるため、今後はその活動内容に関するマネ

ジメントをどれだけ行うかの判断が課題といえる。 
(3) 職業の通りの定義・指定範囲の拡張の検討 
 2013年規制で指定される職業の通りは7つの通りのみを

指定している。第2期の調査に基づくものだが、地区全体

としては10％程度に留まる。現在も通り名関連の商品が販

売されているという基準だけでなく、通り名の商品以外の

同業種集積が見られる通りは多くあり(例：工具店が集まる

Thuoc Bac(漢方薬)通り)、その商売形態としては歴史性を維

持しているともいえる。こうした多様な歴史性を持つ同業

種集積（職業の通り）の集まりが旧市街の魅力であり、そ

の保全振興に向けた再定義も検討の余地があると思われる。 
(4) 住民にも達成可能なモデル事業の展開 
 2016年のHang Dao通り38番のリノベーションは商業的

発展と保全の両立の一方向として、「質の良い保全修復が施
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された建物に見合う高品質な品物を販売し利益を上げる」

モデルとされていた。しかし保全への意識が低い住民が多

い現状では、より住民へ訴求するよう、実施がイメージし

やすく手が届くような、簡易かつ文化遺産の観点からも受

入可能なモデル事例の提案も必要と思われる。 
(5) 継続的な支持を得るコミュニティ参加方法の模索 
 1990年代当初から居住環境改善が課題となっており、過

密解消のための住民移転はMP 2030、2013年規制でも規定

されている。Pham2)もコミュニティ参加の不足を指摘して

いるが、居住地の移転は住民にとって重い選択であると考

えられるため、保存への理解を求める展示等での情報発信

に加えて、継続中の Hang Dao 通りの庇設置事業などに学

び、住民の支持を得られる事業の進め方、交渉、意志決定

プロセスの検討が必要と思われる。 
6．まとめ 
本研究より、ハノイ旧市街の町並み保全の仕組みと取組

において、動的な無形要素は国内外の専門家らによる直感

的な重要性の指摘から、詳細な調査・事業を経てその内容

の具体化、保全計画規制への反映、さらに新たな生活文化

の創出という方向へと発展してきたことが分かった。今後

は、歴史に根差した商業形態・活動の保全振興型マネジメ

ントに向け、需要等を見極めた施策の検討が必要である。 
本研究の限界として旧市街の仕組みと取組の関係性を部

分的にしか明らかにできていない点がある。第1・2期の能

力開発事業に参加した人材がその後の規制策定に果たした

役割等、取組と仕組みの相互作用は今後の研究課題である。 
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注釈 

(1) 例えば HUL のパイロット事業であるパキスタンのラワルピンディでは、

伝統的な職業を無形文化遺産の一つとして捉えている。 
(2) 1993-1995:基盤形成。1995-1998:提案・調査および国際協力の萌芽。

1998-2002:国際協力による調査・修復パイロット事業。2002-2007:文化財指

定と重要な国際協力調査。2007-:調査に基づく事業実施。 
(3) 政府首相議定No. 519/TTG号「旧跡の保存に関する規則の規定」。 
(4) 歴史的・文化的遺跡、及び景勝名跡の保護と利用に関する国家評議会法

令（No. 14-LCT/HDNN7）。 
(5) I地区：原型のまま保護され、変化は最小限に留められる。II地区：I地
区に隣接する地区で、地形・樹木等による調整、遺産・名所旧跡の保全修

復目的の建築物を容認。III 地区：周囲の環境と調和したホテル、文化館、

庭園等の建設が認められる。 
(6) 文化遺産法及び文化遺産法の幾つかの条文を改正補足する法律の幾つ

かの条文の施行を詳細に規定する政令(No. 98/2010/ND-CP（2010/9/21付）。

東京文化財研究所文化遺産国際協力センター：各国の文化財保護法令シリ

ーズ[14]ベトナム, 45-69。 
(7)仏植民地期、入植者用区画として造成されたホアンキエム湖以南の地区。 
(8)レベル1・2（旧市街・フランス地区以外の部分対象）とレベル3・4（旧

市街・フランス地区対象）を提案。レベル1：破壊・変更を禁止する重点地

域、建物、遺跡の指定。レベル2：重要建造物と遺跡を取り巻く地区。指定

建造物の破壊・変更禁止、新築デザイン規制。レベル3：指定建造物のファ

サードほか重要な外観的特徴の破壊・変更禁止。レベル4：指定建造物以外

に対する旧市街・フランス地区のスケール、新築建物のデザイン規制。 
(9) ハノイ市人民委員会決定No. 3234/ QD-UB（1993/8/30付）。 
(10) 決定No.70 BXD/KT-QH（1995/3/30付）。 
(11)1993年規制・1995年計画の内容については文献1)、5)に詳しい。 
(12) ハノイ市人民委員会決定No. 45/1999/QD-UB（1999/6/4付）。 
(13) 文化情報省決定No. 14/2004/QD-BVHTT（2004/4/5付）。 

(14) ハノイ市人民委員会決定No. 96/2000/QD-UB（2000/11/7付）。 
(15) Hang Buom通り住民T氏へのヒアリング（2015/9/19）。 
(16) 首相決定No. 1259/QD-TTG（2011/7/26付）。 
(17) ハノイ市人民委員会決定。No. 6398/QD-UBND (2013/10/24付)。 
(18) ベトナム建設大学Le Quynh Chi講師へのヒアリング（2017/1/10）。 
(19) Hang Dao通り衣料品店主H氏ヒアリング（2015/9/20）。 
(20) Hanoi DATA 代表Tran Huy Anh氏ヒアリング（2017/1/10）。 
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